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Abstract 
Unlike Germany , whic has vowed to shut down all its nuclear power plants in the wake 
of the Fukshima disaster. the Japnes adminstration is still much depnt on “nuclear 
enrgy ”evn today. Thus, the aim of this study is to compare and examin how the isue of 
“nuclear enrgy ”is treated by writers in thes two countries that have shown such staunchly 
diferent aproaches. 
This study has focused on discusions and discourse regading “nuclear enrgy ”found 
in post-World War II literatures in Japn and Germany. In particular, diferences wer drawn 
and further anlysed from discourse betwn prominet German and Japnes writers such 
as Gunter Gras, Shoei Ooka, Kenzaburo Oe, Makot Oda, and Hiroshi Noma. By doing so, the 
study hopes to find a posible solution to this global crisis within the realm of literature.
The result indicated that, when compared with their German counterpats , Japnes
writers wer more introversive and prudent in nature. posibly weightd down by a dep sen 
of victimisatin and a strong acountability toward the war, whic then prevntd them from 
SU 伍ciently taking into consideration the cros-boundary and bipartisan nature that charcterise 



















































2. グラスと I核j ～超域性・超党性・超時性
グラスは当初、原発にも理解を示していたが、やがてグローバル意識を得て、核兵器とも
ども原発にも反対するようになった。そのグラスの小説『頭脳の所産～ドイツ人が死滅する



























































































大岡はこの点について、 1985 年9 月 1 日にグラス第二信を読んだ後に、「わが黄色人種の園、日








































































































































































l 日本における原爆と原発の言説の分析として、山本昭宏は『核エネルギ一言説の戦後史1945 1960 ～ 
「被爆の記憶J と「原子力の夢Jj （人文書院、 201 年）で、戦後日本では「被爆の記憶」と「原子力の






る（ギュンター・グラス（依岡隆児訳・解説）「私はよりラジカルになった」『文学界j 2 月号、 2014 年） o









3 依岡隆児「核の時代のギュンター・グラス～日独文学の＜対話＞研究」、『言語文化研究j 第20 巻、徳島
大学総合科学部、 201 年
4 グラスは1978 年に日本を旅行したとき、大江健三郎と対談し、その後、 90 年に再び今度はフランクフル
トで対談した。参考、「ドイツと日本の同時代－多様性・経験・文学、大江健三郎／グラス対談」『群像j












9 この往復書簡はドイツでは、 Herms, Daniel / Neuhas, Volker (Hg. ) : Gunter Gras im Ausland. 
Darmstd und Neuwied 190. に収録されている。
10 小田実は「ベルリン芸術家プログラム」主催で「日独文学者の出会い」というシンポジウムを開催した。
日本から野間宏、李恢成、伊藤成彦、石田雄、小田、 ドイツからはギュンター・グラス、 F.C. デリウス、
インゲボルク・ドレーピッツ、ヴァルター・ヘレラー、ジーグフリート・シヤールシュミットが参加し、






いる（小田、 193 : 357 ）。参考、依岡、「日独文学の＜対話＞～ギュンター・グラスと小田実との関係を
中心に～J、『言語文化研究J 第23 巻、徳島大学総合科学部、 2015 年
13 参考、依岡隆児、『四国グローカル～日本とドイツの文化交流から』、リーブル出版、 2015 年
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